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一
、
御
祭
神

　
　
　寒
川
比
古
命（
さ
む
か
わ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

　
　
　寒
川
比
女
命（
さ
む
か
わ
ひ
めの
み
こ
と
）

　
寒
川
神
社
は
、寒
川
比
古
命・寒
川
比
女
命
を
奉
祀
申
し
上
げ
、二
柱
の
御

祭
神
を
寒
川
大
明
神
と
奉
称
し
て
い
ま
す
。

　
寒
川
大
明
神
は
、相
模
國
を
中
心
に
広
く
関
東
地
方
を
御
開
拓
に
な
ら
れ
、

衣
食
住
な
ど
人
間
生
活
の
根
源
を
開
発・指
導
さ
れ
ま
し
た
関
東
地
方
の
親

神
様
で
す
。

一
、
御
由
緒

　
当
神
社
の
創
建
は
古
く
、『
惣
国
風
土
記
』に
は
雄
略
天
皇（
457
〜
479
年
）の

御
代
に
奉
幣
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、『
寒
川
文
書
』に
は
神
亀

4
年（
727
年
）社
殿
建
立
と
伝
え
ら
れ
、『
続
日
本
後
紀
』に
は
承
和
13
年

（
846
年
）に
神
階
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は

醍
醐
天
皇
の
御
代
に
制
定
さ
れ
た
延
喜
式
に
お
い
て
は
、相
模
國
唯
一
の
名
神

大
社
と
定
め
ら
れ
、当
神
社
は
少
な
く
と
も
約
1
6
0
0
年
の
歴
史
を
有
す

る
古
社
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
古
く
か
ら
唯
一
の
八
方
除
の
守
護
神
と
し
て
、地
相・家
相・方
位・日

柄・厄
年
な
ど
に
由
来
す
る
災
難
を
と
り
除
き
、福
徳
開
運
を
も
た
ら
し
、日
々

の
暮
し
に
限
り
な
い
恩
恵
を
与
え
て
下
さ
る
御
神
徳
は
広
大
無
辺
で
す
。

　
こ
の
八
方
除
の
御
神
徳
は
、全
国
各
地
よ
り
敬
仰
さ
れ
寒
川
大
明
神
を
奉

戴
す
る
崇
敬
者
は
年
々
増
加
し
、篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

一
、
御
神
域

　
神
聖
な
る
神
嶽
山
を
背
に
境
内
は
約
1
万
5
0
0
0
坪
と
な
って
お
り
、緑

豊
か
な
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。神
門
、手
水
舎
に
続
い
て
、平
成
9
年
10
月

に
厳
粛
の
中
に
も
絢
爛
に
輝
く
銅
板
葺
、総
木
曽
檜
造
り
の
御
本
殿
の
ほ
か
に

幣
殿
、拝
殿
、翼
殿
、廻
廊
な
ど
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
御
本
殿
の
奥
庭「
神
嶽
山
神
苑
」は
、御
社
殿
御
造
営
10
年
を
記
念
致

し
ま
し
て
、大
規
模
に
整
備
を
行
い
、平
成
21
年
に
開
苑
致
し
ま
し
た
。

そ
う  

こ
く   

ふ     

ど 

き
し
ょ
く  

に   

ほ
ん  

こ
う  

き

か
ん
た
け 

や
ま

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム

神社の四季折々の様子などを発信
しています。皆様のフォローをお
願いします。また、個人で神社の
写真をアップされる際は「# 寒川
神社」をつけてください。
※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

公式ラインアカウント

祭事、行事の最新情報を発信して
います。インスタグラム以外の情
報もお送りしていきますので「友
だち」登録をお願いします。

公式チャンネル

祭事のほか、貴重な資料などを
定期的に更新しています。今後も
様々な行事の様子を発信していき
ますので、皆様のチャンネル登録
をお願いします。

公式フェイスブック

祭事、行事の最新情報を発信して
います。公式インスタグラムとリン
クしています。ご一緒にご登録を
お願いします。

❖メールは毎月１日に配信致します。
❖ホームページよりご登録ができます。
https://samukawajinjya.jp/mailmagazine/

ご登録お待ちしております 祭典・行事のご案内を社報「相模」メールマガジンとしてお届け
します。是非、ご登録ください。

社報 メールマガジン
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寒
川
大
明
神
と
の
御
神
縁
を
お
深
め
く
だ
さ
い

   

※
入
苑
は
御
祈
祷
を
受
け
た
方
に
限
り
ま
す

神か

ん

嶽た

け

山や

ま

神し

ん

苑え

ん

令
和
８
年
２
月
末
日
ま
で

　

冬
季
閉
苑
を
し
て
お
り
ま
す

《八氣の泉》《八氣の泉》《方徳資料館》《方徳資料館》

令
和
８
年
３
月
１
日（
日
）よ
り
開
苑
予
定
で
す
の
で
、

詳
細
は
開
苑
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
て

告
知
致
し
ま
す
。
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令
和
８
年
丙
午
歳
を
迎
え
ま
し
て
、
謹
ん
で
聖
壽
の
萬
歳
と
御
皇
室
の

弥
栄
を
言
祝
ぎ
、
国
家
国
民
の
繁
栄
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
衷
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
氏
子
崇
敬
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
よ
り

当
神
社
の
諸
祭
事
に
関
し
ま
し
て
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
丙
午
歳
で
あ
り
ま
し
て
、
十
干
十
二
支
に
お
い
て
は
４３
番
目
と
し

て
、
十
干
の
丙
は
陽
の
火
、
十
二
支
の
午
も
陽
の
火
で
あ
り
、
同
じ
気
が
重

な
る
こ
と
で
そ
の
気
は
益
々
盛
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
午
は

古
来
よ
り
人
々
の
暮
ら
し
、
産
業
を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
産
業

発
展
の
縁
起
の
良
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
情
熱
と
行
動
力
で
力
強
く

突
き
進
む
１
年
と
し
て
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
令
和
が
始
ま
り
８
年
目
を
迎
え
ま
す
。
元
号
の
「
令
和
」

は
万
葉
集
の
中
に
あ
り
ま
す
左
記
の
文
書
よ
り
引
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
初
春
の
令
月
に
し
て
気
淑よ

く
風
和や

わ
ら

ぎ 

　
　
梅
は
鏡き

ょ
う
ぜ
ん前
の
粉こ

を
披
き
蘭
は
珮は

い
ご後
の
香こ

う

を
薫か

お
ら

す
」

　

意
味
と
し
て
は
、「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生

ま
れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
改
元
に
際
し
て
の

内
閣
総
理
大
臣
談
話
よ
り
引
用
）
今
改
め
て
そ
の
語
句
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
令
和
の
時
代
は
改
元
に
沸
い
た
国
内
の
気
運
か
ら
始
ま
り
、

令
和
２
年
春
先
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
突
入
し
、
約
３
年
の
期
間
を
要
し
た

後
、
収
束
の
兆
し
を
見
せ
る
頃
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

イ
ス
ラ
エ
ル
を
中
心
と
し
た
中
東
情
勢
の
紛
争
に
至
っ
て
い
ま
す
。

国
内
事
情
に
お
い
て
は
、
国
際
紛
争
に
よ
る
円
安
や
賃
金
上
昇
に
追
い
つ

か
な
い
物
価
高
の
煽
り
を
受
け
、
国
民
生
活
が
決
し
て
安
寧
と
は
言
い
に

く
い
現
実
と
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
現
実
を
受
け
入
れ
な
が

ら
も
「
令
和
」
の
指
し
示
す
意
味
を
今
一
度
、
皆
様
も
心
に
留
め
て
い

た
だ
き
、
前
進
あ
る
日
々
を
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
不
安
定
な
世
情
だ
か
ら
こ
そ
、
当
神
社
に
お
い
て
は
多
く
の
参
拝
者

を
受
け
入
れ
な
が
ら
八
方
除
祈
願
を
中
心
と
し
て
、
神
社
の
存
在
が
崇
敬

者
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本

年
も
職
員
一
同
、
気
を
引
き
締
め
て
神
明
奉
仕
に
取
り
組
み
、
御
祭
神
の

御
神
徳
の
発
揚
と
神
道
教
化
を
粛
々
と
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

干
支
に
話
を
戻
し
ま
す
と
、
午
歳
（
馬
）
と
神
社
の
関
係
性
を
思
い
ま

す
と
絵
馬
を
連
想
し
ま
す
。
日
本
で
は
古
来
、
馬
は
神
様
の
乗
り
物
と
さ

れ
、
祈
願
を
込
め
て
馬
を
神
社
に
奉
納
す
る
習
慣
が
あ
り
、
そ
れ
が
時
代

と
共
に
簡
略
化
さ
れ
、
馬
形
に
変
わ
り
板
に
馬
を
描
く
絵
馬
と
な
っ
た
と

い
う
の
が
通
説
で
す
。
寿
永
元
年
（
１
１
８
２
年
）
に
は
当
神
社
に
源
頼

朝
が
嫡
男
誕
生
の
際
、
馬
を
奉
納
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
境

内
に
は
祈
願
事
が
書
か
れ
た
絵
馬
が
た
く
さ
ん
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

多
く
は
自
分
の
祈
願
よ
り
も
ご
家
族
の
健
康
祈
願
、
大
切
な
方
の
祈
願
成

就
が
書
か
れ
た
も
の
が
散
見
さ
れ
、
自
分
で
は
な
い
誰
か
の
こ
と
を
祈
る

気
持
ち
が
ま
だ
日
本
人
に
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
神
門
西
側
に
は
神し

ん
め
し
ゃ

馬
舎
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
純
日
本
馬
の
木
造
馬
型
と
し
て
彩
色
木
彫
家
平
野
富
山
師
に
よ
り
製
作

さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
天
皇
の
御
代
御
在
位
50
年
奉
祝
事
業
と
し
て
氏
子

崇
敬
者
か
ら
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
昭
和
52
年
12
月
に
竣
工
、
そ
の
翌

年
の
昭
和
53
年
（
戊
午
歳
）
に
お
披
露
目
と
な
っ
た
も
の
で
、
日
々
、
ご

参
拝
の
方
が
神
馬
に
向
か
っ
て
祈
願
成
就
と
し
て
手
を
合
わ
せ
て
い
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
馬
と
神
社
と
い
う
も
の
は
古
く
か
ら

多
く
の
点
で
繋
が
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
寒
川
町
民
を
は
じ
め
と
し
ま
し
た
崇
敬
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
当
神
社
の
諸
祭
事
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
令
和
８
年
が
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
を
受
け

ら
れ
、
午
歳
に
肖
り
、「
豊
作
」
と
い
う
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令
和
８
年
丙ひ

の
え
う
ま午
歳　

年
頭
の
ご
挨
拶

寒
川
神
社
宮
司　

利 

根  

康 

教
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◆
人
形
感
謝
祭
◆

　

１０
月
１５
日
は
人
形
の
日
に
因
み
、
境
内
の
人
形
奉
斎
殿
に

お
い
て
人
形
感
謝
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
く
よ
り
日
本
で
は
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た
人
形
に
は
魂

が
宿
る
と
い
う
風
習
が
あ
り
、
そ
の
心
は
今
も
日
本
人
の
中

に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
典
当
日
は
、
人
形
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、

多
く
の
参
拝
者
の
ご
参
列
の
も
と
、
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し

た
節
句
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
が
供
え
ら
れ
、
粛
々
と
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

◆
神か
ん
な
め嘗
奉ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

祝
祭
◆

　

伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
る
年
間
１
５
０
０
に
も

及
ぶ
祭
典
の
中
で
、
最
も
重
儀
と
さ
れ
る
の
が
「
神
嘗
祭
」

で
す
。
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
天
照
大
御
神
様
に
捧

げ
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
典
で
す
。
１０
月
１７
日
に
は

皇
大
神
宮
（
内
宮
）
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
が
遣
わ
さ
れ
た

勅
使
に
よ
り
奉
幣
が
行
わ
れ
、
同
日
、
天
皇
陛
下
に
お
か

せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
皇
居
の
神し

ん
か
で
ん

嘉
殿
に
お
い
て
皇
大
神
宮
を

御
遥
拝
に
な
ら
れ
ま
す
。
当
神
社
で
も
神
嘗
奉
祝
祭
を
斎

行
し
、
神
宮
を
遥
拝
致
し
ま
し
た
。

※
全
国
の
神
社
に
お
い
て
も
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す

　

◆
相
模
塾
第
９
回
講
座
◆

　

１０
月
２６
日
、
相
模
塾
の
第
９
回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
昭
和
改
元

１００
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
に

因
み
、
関
東
大
震
災
や
大
東
亜
戦
争
な
ど
を
経
た
激
動
の

時
代
「
昭
和
」
に
お
い
て
、
当
神
社
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
っ
た
の
か
を
紐
解
き
な
が
ら
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
社
の
あ
る
べ
き
姿
を
継
承
す
る
と
共
に
、
様
々
な
面
か

ら
昭
和
史
を
後
世
へ
と
継
承
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
当
神
社

の
神
職
と
学
芸
員
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆
相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会
◆

　

１１
月
１３
・
１４
日
、
恒
例
の
神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南

支
部
主
催
の
教
養
研
修
会
が
当
神
社
参
集
殿
に
て
２
日
間
に

社 務 報 告
神嘗奉祝祭神嘗奉祝祭 人形感謝祭人形感謝祭

相模湘南支部教養研修会

神宮大麻暦頒布始奉告祭

相模塾第９回講座
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祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

10
月

	

5
日	

末
社
宮
山
神
社
神
幸
祭

	

13
日	

宮
山
職
舎
Ｂ
5
号
改
築
工
事
竣
工
祭

	

15
日	

人
形
感
謝
祭

	

16
日	

相
模
國
式
内
社
の
會
総
会

	

17
日	

神
嘗
奉
祝
祭

	

20
日	

職
員
防
災
訓
練

	

26
日	

第
3
期
相
模
塾
第
９
回
講
座

11
月

 	

3
日	

明
治
祭

	

9
日	

企
画
展
「
昭
和

１００
年
史
」

　
　
　

  

（
9
月
19
日
～
11
月
9
日
）

10
～
23
日	

第
58
回
菊
花
写
真
展

	

13
日	

宮
山
職
舎
Ａ
１
号
解
体
工
事
清
祓

13
・
14
日	

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

	

14
日	

相
模
湘
南
支
部

　
　
　

  

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

	
 

〃	

焼
却
炉
竣
工
清
祓

 	

23
日	

新
嘗
祭

12
月

 	

1
日	

客
殿
１
階
控
室
他
竣
工
清
祓

 	

14
日	

煤
拂
祭

	
 

〃	

宮
山
職
舎
Ａ
１
号
改
築
工
事
地
鎮
祭

	

20
日	

迎
春
ね
ぶ
た
設
置

 	

21
日	

第
３
期
相
模
塾
発
表
会

          

（
第
３
期
生
修
了
式
）

 	

31
日	

師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭

	
 

〃	

神
徳
感
謝
祭

毎
月
１
日
・
20
日　

月
次
祭

社 務 報 告
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
伊
勢
の
神
宮
に
て
禰
宜
と

し
て
御
奉
仕
さ
れ
て
い
た
鳥
海
芳
行
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
て
、
２０
年
に
１
度
執
り
行
わ
れ
る
「
神
宮
式
年
遷
宮
」

を
表
題
に
遷
宮
の
歴
史
と
令
和
１５
年
に
控
え
た
第
６３
回
式

年
遷
宮
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
諸
祭
事
に
つ
い
て
ご
講
義

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
よ
り
深
く
神
宮
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

伊
勢
の
式
年
遷
宮
は
持
統
天
皇
４
年（

６９０
年
）よ
り
始
ま
り
、

約
１
３
０
０
年
の
間
、
一
時
中
断
や
延
期
な
ど
を
経
て
、
今

日
ま
で
２０
年
毎
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
皇
家
第

一
の
重
事
、
神
宮
無
双
の
大
営
な
り
」
と
い
わ
れ
、
御
社

殿
を
は
じ
め
御
装
束
・
神
宝
類
を
す
べ
て
新
た
に
造
り
替
え
、

大
神
様
に
新
宮
に
お
遷
り
い
た
だ
く
最
大
の
祭
典
で
す
。

　

◆
神じ
ん
ぐ
う宮
大た
い
ま
れ
き

麻
暦
頒は
ん
ぷ
は
じ
め

布
始
奉ほ
う
こ
く
さ
い

告
祭
◆

　

１１
月
１４
日
、
神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
の
神
宮

大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
が
支
部
各
神
社
の
宮
司
参
列
の
も

と
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
の
神
宮
よ
り
神
社
本
庁
、
各

都
道
府
県
の
神
社
庁
を
通
じ
て
、
年
末
ま
で
に
神
宮
大
麻

と
神
宮
暦
が
全
国
へ
と
頒
布
さ
れ
ま
す
。
神
宮
大
麻
は
御

皇
室
の
御
安
泰
と
国
家
、
ま
た
全
国
津
々
浦
々
の
ご
家
庭
の

安
寧
を
祈
願
し
た
御
神
札
で
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
氏
神
様
の
御
神
札
と
と
も
に
神
棚
に
お
祀
り
し
て
、

大
御
神
様
の
御
加
護
を
い
た
だ
き
、
そ
の
年
の
家
内
安
全

を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　

◆
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
◆

　

１１
月
２３
日
、
新
嘗
祭
が
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
ご

参
列
の
も
と
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
は
、

秋
の
豊
か
な
稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
で
あ
り
、
崇

敬
者
の
方
々
や
近
隣
の
生
産
者
か
ら
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た

新
米
・
野
菜
・
果
物
・
生
花
な
ど
様
々
な
も
の
が
御
神
前
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
終
了
後
、
当
神
社
参
集
殿
に
お

い
て
神
社
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
た
篤
志
奉
納
者
と
、
第

５８
回
菊
花
写
真
展
の
宮
司
賞
・
統
理
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ

た
方
々
の
表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
6
～
９
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す

神嘗奉祝祭神嘗奉祝祭

新嘗祭

菊花展

新嘗祭（豊栄の舞）
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相
田
　
　

孝

	

相
原
　

善
久

	

青
木
　
　

誠
	

㈱

青

葉

穐
元
千
恵
子

	

秋
山
　

正
樹

秋
山
　

明 

子

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

阿
諏
訪
信
介

㈱

阿

部

 

新

井

 

実

阿
部
　

榮
治

阿
部
あ
や
子

阿
部
　

伊
良

天
利
　

茂
雄

荒
井
　

利
公

荒
井
た
い
こ

荒
井
　

利
仁

荒
井
　

萌
良

淡
路
　

悟
一

淡
路
　

真
理

淡
路
　

陽
子

粟
辻
　

啓
文

安
藤
　
　

駿

伊
澤
　

忠
治

	

石
井
　

大
輔

石
井
　
　

文

石
井
　
　

進

石
井
　

明
彦

石
黒
　
　

清

	

石
黒
　

鉄
男

	
石
黒
　

久
一

	
石
腰
　

明
美

	

石
田

紗
子

石
田　

 
茜
煌

石
塚
　

雄
司

井
田
　

貴
代

市
川
　
　

明

市
川
　

太
一

市
川
　

澄
雄

市
川
　

幹
雄

井
出
洋
ら
ん
園

井
出
　

駿
蘭

井
出
　
　

勉

井
出
　

一
浩

	

伊
東
　

久
子

伊
藤
真
美
子

伊
藤
　

秀
則

伊
藤
ふ
み
子

伊
東
　
　

満

井
上
　

玉
枝

	

井
上
　

健
一

	

井
上
萌
愛
美

井
上
　

幹
夫

井
上
　

隆
男

	

入
澤
　

一
三

入
澤
　

郁
雄

	

入
澤
　

清
子

岩
田
　

清
美

岩
橋
　

宏
宣

宇
田
川
良
一

内
田
　

武
秀

㈱
内
野
不
動
産

　

内
野
晴
雄

㈱
エ
フ
ピ
ー
ア
ン
ド
ホ
ー
ム

　
　

茂
内
　

勝

遠
藤
　

晴
香

大
川
　
　

剛

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
川
　

久
之

大
久
保
靜
男

	

大
島
　
　

登

㈲
大
⻆
塗
装
工
業

大
関　

 

弥
生

大
谷
　

光
昭

	

大
塚
　

満
枝

大
橋
し
の
ぶ

大
伴
　

京
子

大
和
田
恵
里
子

大
鰐
　

美
穂

岡

遷

㈱

　

岡
野
英
久

	

小
河
　

静
雄

	

沖
田
　

康
宏

小
田
行
政
書
士
事
務
所

小
野
田
実
保

小
原
　
　

強

小
原
　
　

信

小
原
　

淳
志

小
原
　

準
子

	

小
原
　

悦
子

笠

間
　

隆
二

　

岡
　

雅
敦

　

桐
由
美
子

　

桐
　

正
道

	

　

桐
　

裕
司

　

桐
　

裕
子

	

加
藤
　

恵
子

	
加
藤
　

貞
雄

神
奈
川
県
神
道
青
年
会

金
澤
　
　

務

金
澤
由
美
子

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

金
子
　

幸
一

金
子
　

信
夫

金
子　

能
久

金
子
　
　

武

金
子
　

昌
裕

金
子
　

一
男

㈱
金
子
建
材
土
木

金
子
　

隆
夫

金
子
　

良
幸

	

金
子
　

隆
次

	

金
子
　

共
秀

	

金
田
　

光
代

	

川
口
　

末
廣

	

川
口
由
美
子

川
口
由
紀
子

河
野
亜
希
子

神
﨑
　

幸
子

	

木
内
　

和
彦

	

木
内
　

和
美

	

木
内
　

敏
幸

来
田
　

幹
生

	

㈱
北
岡
本
店

北
河
　
　

孝

北
河
美
津
代

北
川
　

正
信

北
村
　

利
夫

	

北
村
　
　

茂

	

北
村
工
務
店

　

北
村
良
寛

	
木
下
　

直
俊

木
村
　

健
治

木
村
　

有
策

木
村
　

義
秋

木
村
　

保
博

木
村
　

孝
行

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

國
　

亜
衣
華

國
井
　

優
始

國
井
香
預
子

	

國
井
泰
意
子

	

熊
澤
酒
造
㈱

	

汲
田
　

晶
也

倉
石
賢
太
郎

久
良
美
園
芸

　

井
部
友
彦

㈱
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
佐
渡

栗
田
　

康
男

栗
田
　
　

馨

	

栗
田
　
　

登

	

栗
田
　

知
一

	

黒
坂
　

正
美

	

小
泉
　

恭
子

	

㈲

工

匠

光

生

㈲

　

水
澤
　

豊

㈱
工
房
え
む
ま

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

黄
金
井
由
香
里

小
嶋
　

章
治

	

小
島
　

信
男

	

小
嶋
　

龍
己

小
島
　

輝
雄

小
島
　

正
好

小
菅
　

隆
志

	

小
菅
　

繁
男

小
菅
　

昭
義

	

小
谷
　

正
悟

之
井
　

淳
仁

近
藤
　

健
雄

	

近
藤
　

喜
一

	

斎
藤
　

澄
代

	

齋
藤
　

益
枝

	

齋
藤
　

雅
俊

齋
藤
　

博
一

	

齊
藤
　

洋
行

坂
上
　
　

輝

榊
原
　

一
男

坂
倉
奈
歩
美

坂
槇
　

裕
彦

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長

　
　
西
山　

國
正

　

寒
川
地
区
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長　

石
黒
秀
樹

　

寒

川

支

店

　
　
支
店
長　

大
川
浩
昭

　

倉

見

支

店

　
　
支
店
長　

髙
下
雅
美

　
寒
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
長　

大
久
保
仁

坂
本
　
　

勇

坂
本
　

春
代

酒
谷
　
　

勇

（医）
さ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

　

佐
久
間
秀
哉

佐
久
間
美
奈

佐
々
木
ジ
ョ
ン
洋
介

佐
藤
　

俊
哉

佐
藤
恵
理
子

佐
藤
理
恵
子

佐
藤
　

眞
弓

佐
藤
　

航
之

佐
藤
　

克
哉

佐
藤
　

利
一

佐
藤
　

亜
紀

佐
藤
　

好
崇

佐
藤
　
　

哲

佐
藤
　

幸
雄

	

佐
藤
　

昭
宏

	

佐
藤
　

朝
一

佐
藤
　
　

宏

佐
野
　

敦
之

座
間
　

仁
美

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

寒
川
神
社
神
一
会

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
寒
川
建
材

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

寒
川
町
農
産
物
品
評
会

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

篠
﨑
真
理
子

篠
塚
　

達
夫

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

篠
原
百
合
子

篠
原
　

洋
一

柴
﨑
　

久
惠

	

渋
谷

 

幸
宏

下
里
自
動
車
㈱

下
村
　
　

愛

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ

　
湘
南
さ
む
か
わ
店

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱

城
内
　

牽
輔

城
内
　

邦
夫

城
内
　

政
春

城
内
　

麻
里

	

白
倉
　
　

綾

菅
原
　

章
吾

	

杉
崎
　

孝
行

杉
崎
　

保
明

	

杉
﨑
　

秀
男

	

杉
山
　

英
昭

	

杉
山
　

直
弘

	

杉
山
　

光
弘

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

鈴
木
　

千
晴

鈴
木
　

隆
俊

鈴
木
　

一
實

令
和
7
年
　
新
嘗
祭
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

初
穂
米
・
一
升
米
・
稲
穂
・
魚

酒
・
野
菜
・
果
物
・
卵
・
花
・
菓
子
等
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鈴

木
　

忠

鈴
木
　

裕
一

	

鈴
木
い
ま
り

関
　
　

隆
一

せ
き
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィッ
ク

関
　
　

澪
那

関
根
　

義
博

㈲
ソ
ガ
ク
リ
エ
イ
ト	

曽
根
　

利
昭

大
用
　
　

靖

大
用
　

富
作

田
内
　

大
暉

髙
島
　
　

豊

髙
瀬
　
　

茂

髙
橋
　

恵
一

高
橋
　

和
代

高
橋
孝
太
朗

高
橋
　

重
明

竹
内
　

秀
年

竹
内
　

良
晴

㈱
竹
中
工
務
店

田
中
　

宏
樹

㈲
田
中
写
真

田
中
　

裕
治

田
端
生
産
組
合

玉
川
　

貴
嗣

玉
腰
　

米
吉

田
町
　

恭
子

茅
ヶ
崎
市
漁
業
協
同
組
合

中

華

品

源

塚
本
　

美
恵

露

木

生

花

露
木
　

武
光

常
盤
　

正
夫

戸

塚

米

店

　
　

亀
山
　

博

中
川
　

清
一

長
﨑
江
美
子

中
沢
運
輸
㈱

㈱
永
沢
興
業

　
　

永
沢
隆
行

中
島
　

啓
介

中
嶋
　
　

章

中
島
多
恵
子

中
島
　
　

裕

仲
田
　

友
和

中
野
度
茂
代

	

中
間
佐
都
美

中
山
　

仁
美

	

中
山
　

隆
之

	

中
山
　

夏
子

西
村
奈
央
子

西
山
　

明
子

西
山
　

正
彦

日
本
精
麦
㈱

	

根

岸

農

園

根
岸
　
　

馨

能
條
　
　

隆

の
み
針
灸
整
骨
院	

野
地
　

浩
一

野
中
　

正
博

野
村
　

博
司

野
村
　

知
代

パ
ー
ク
久
美
子

蓮
見
　
　

仁

蓮
見
　

明
子

蓮
見
　

修
一

長
谷
川
祐
崇

長
谷
川
正
富

長
谷
川
明
夫

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
㈱

羽
田
美
恵
子

原
　
　

宏
治

㈲
原
田
総
合
保
険
事
務
所

日
尾
　

政
喜

葊
中
　

健
人

葊
中
　

幹
大

葊
中
　

優
衣

福
岡
　

美
浩

福
岡
佐
代
子

福
岡
　
　

誠

福
室
　

陽
子

藤
井
　

佳
子

藤
井
小
百
合

藤
井
　

正
枝

藤
井
　

明
男

藤
井
　
　

薰

藤
田
　

栄
一

田
　

善
三

㈱

藤

又

　
　

藤
澤　

均

船
岡
　

明
夫

古
谷
　

喜
洋

㈲
古
山
看
板
塗
装

　

古
山 

大
二

部
谷
　

千
明

	

豊

月

堂

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二
団

星
　
　

佑
樹

	

本
間
亜
希
子

㈱
眞
原
電
工

	
舛
水
　

行
正

松
浦
佐
和
子

松
岡
留
美
子

松
本
　
　

學

馬
谷
原
光
織

萬
　

蔵
　

丸

三
上
　

綾
子

見
国
　
　

佳

	

水
谷
　
　

稔

	

三
留
　

清
一

	

三
留
　

豊
正

	

皆
川
　

欽
一

	

皆
川
　

常
明

皆
川
　

清
藏

	

皆
川
　

秀
明

皆
川
　

憲
治

	

皆
川
　

米
男

南
　
　

賢
宏

三
原
　

京
子

宮
治
　

克
巳

宮

山

総

代

宮
山
神
輿
愛
好
会

村
田
　

一
美

	

村
田
八
千
雄

百
崎
製
菓
㈱

森　

     

教
之

森　

     

栄
子

森
　
　

茂
紀

森
下
　

健
二

森
住
　

政
子

森
永
　

和
幸

森
光
　

宏
枝

谷
澤
　

正
勝

㈱
山
上
建
設

山
口
　

昭
義

山
崎
美
奈
子

山
田
　

紅
子

山
西
　

洋
輔

山
本
　

邦
代

湯
本
　

眞
美

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

横
溝
実
都
江

横
溝
　

義
明

吉
川
　

精
二

吉
田
　

信
雄

與
安
　

義
道

㈱
落
雁　

諸
江
屋

龍
木
加
代
子

若
林
美
代
子

若
林
　
　

凛

	

脇
　
　

文
亮

渡
邉
　

修
子

ワ
ン
ズ
ピ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム

　

大
久
保
浩
正
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審
査
長　

遠
藤　

吉
和

	

副
審
査
長　

高
橋　

正
夫

細ほ
そ
く
だ管
の
部	

後
藤　
　

勤

　

 

厚あ
つ

物も
の

の
部	

土
屋　

和
民

金　

賞	

宗
像　
　

洋

銀　

賞	

土
屋　

和
民

銅　

賞	

後
藤　
　

勤

寒
川
町
長
賞	

後
藤　
　

勤

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞	

土
屋　

和
民

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞	

原　
　

則
夫

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

小
室　

久
次

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

三
橋　

重
夫

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞	

松
原
不
二
男

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞	

安
西　

昭
夫

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

	

宗
像　
　

洋

　

〃	

三
橋　

重
夫

　

〃	

石
黒　
　

清

熊
澤
酒
造
賞	

福
岡　
　

堅

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

荒
井　

秀
三

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞	

宗
像　
　

洋

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞	

宗
像　
　

洋

さ
ん
こ
う
ど
う
賞	

後
藤　
　

勤

　

〃	

大
貫　

久
男

金　

賞	

三
橋　

重
夫

銀　

賞	

小
室　

久
次

銅　

賞	

安
西　

昭
夫

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

	

土
屋　

和
民

さ
ん
こ
う
ど
う
賞	

小
室　

久
次

金　

賞	

中
込　

正
義

銀　

賞	

荒
井　

秀
三

銅　

賞	

田
中　
　

昇

さ
ん
こ
う
ど
う
賞	

荒
井　

秀
三

金　

賞	

三
橋　

重
夫

銀　

賞	

大
貫　

久
男

銅　

賞	

後
藤　
　

勤

寒
川
町
議
会
議
長
賞	

三
橋　

重
夫

寒
川
町
観
光
協
会
賞	

山
田　
　

豊

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

	

荒
井　

秀
三

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞	

黒
﨑　
　

勝

さ
ん
こ
う
ど
う
賞	

大
貫　

久
男

金　

賞	

松
原
不
二
男

銀　

賞	

鈴
木　

輝
夫

銅　

賞	

後
藤　
　

勤

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞	

後
藤　
　

勤

金　

賞	

清
田　

美
躬

銀　

賞	

菅　
　
　

利

銅　

賞	

宗
像　
　

洋

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞　

	

菅　
　
　

利

金　

賞	

宗
像　
　

洋

銀　

賞	

小
室　

久
次

銅　

賞	

原　
　

則
夫

金　

賞	

三
橋　

重
夫

銀　

賞	

三
橋　

重
夫

銅　

賞	

三
橋　

重
夫

審
査
長
賞	

安
西　

昭
夫

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区
賞	

鈴
木　

輝
夫

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞	

畑
中　

宏
長

  

第
58
回 

菊
花
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

宮
　
司
　
賞

厚あ
つ

物も
の

の
部

厚あ
つ

走ば
し
り

の
部

太ふ
と

管く
だ

の
部

間あ
い

管く
だ

の
部

細ほ
そ

管く
だ

の
部

福ふ
く

助す
け

の
部

だ
る
ま
の
部

ス
プ
レ
ー
菊
の
部

神
社
本
庁
統
理
賞

七な
な

本ほ
ん

立だ
て

の
部

浄
　
　
　
　
財
　
井
　
上
　
玉
　
枝

浄
　
　
　
　
財
　
横
浜
貨
物
綜
合
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
　
佐
　
藤
　
俊
　
哉

浄
　
　
　
　
財
　
上　

原　

正　

治 

浄
　
　
　
　
財
　
㈲
ミ
ノ
テ
工
業
　代
表
取
締
役
　蓑
　
手
　
敏
　
幸

浄
　
　
　
　
財
　
城　

山　

晃　

子

令
和
7
年
　

篤
志
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

盆ぼ
ん
よ
う養
仕
立
て
細
管
の
部
よ
り
花
名
「
聖せ
い
こ
う光
紫し
ぎ
ょ
く玉
」
と

い
う
濃
い
赤
色
の
花
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
花
は
千
葉
県

木
更
津
市
聖
光
園
で
作
出
さ
れ
た
花
で
す
。
こ
の
作
品

は
濃
い
赤
色
で
倹
走
り
が
長
く
伸
び
、
花
芯
が
深
く
管

物
の
命
と
も
い
わ
れ
る
段
咲
き
の
管
の
太
さ
に
合
っ
た
玉

巻
き
（
管
に
対
し
て
の
玉
の
大
き
さ
が
一
、五
倍
）
と
巨

大
輪
花
で
三
花
揃
っ
た
花
容
は
見
事
で
し
た
。
花
に
合
っ

た
輪
台
を
付
け
て
い
れ
ば
す
ば
ら
し
い
花
容
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
副
審
査
長
と
合
議
し
決
定
致
し
ま
し
た
。

今
年
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
酷
暑
・
熱
帯
夜
の
連
続
に

も
関
わ
ら
ず
菊
の
根
も
傷
め
ず
、
盆
養
仕
立
て
に
も
欠

点
も
な
く
、
管
理
の
行
き
届
い
た
作
品
で
し
た
。

　

盆ぼ
ん
よ
う養
仕
立
て
厚
物
品
種
よ
り
花
名
「
太
平
の
銀ぎ
ん
ぽ
う峰
」

と
い
う
白
色
の
花
を
選
び
ま
し
た
。
前
回
は
富
士
系
の
花

で
し
た
。
今
年
は
ま
た
皆
様
方
に
愛
培
さ
れ
て
い
る
宮
司

賞
の
常
連
の
花
で
す
が
、
花
期
は
今
年
の
天
候
の
せ
い
か
、

や
や
若
い
花
で
し
た
。
咲
き
進
む
に
つ
れ
て
花
芯
部
分
の

色
も
消
え
、
立
派
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
多
少
の
欠
点

は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
花
よ
り
も
よ
く
咲
い
て
お
り
ま
し

た
の
で
副
審
査
長
と
合
議
し
決
定
致
し
ま
し
た
。 　

新
嘗
祭
式
典
に
お
い
て
、
当
神
社
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
篤
志
の
方
へ々の
表
彰
式
を
厳
粛
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
第
58
回
菊
花
写
真
展
に
お
い
て
は
、
県
内
の
菊
花
会
に

よ
っ
て
、
約
120
点
の
色
と
り
ど
り
の
菊
花
が
出
品
さ
れ
、
約
40
点

の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
展
に
お
い
て
も
神
社
の
四
季
の

風
景
と
と
も
に
祭
典
・
行
事
な
ど
の
貴
重
な
瞬
間
を
撮
影
し

た
約
220
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、菊
花
写
真
展
の
上
位
入
選
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

式
典
に
お
い
て
そ
の
栄
誉
を
讃
え
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
　

新
嘗
祭
式
典
の
ご
報
告
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菊
花
展
審
査
長  

遠
藤　

吉
和

寒
川
町
菊
花
会	

松
原
不
二
男
／
後
藤　
　

勤
	

石
黒　
　

清
／
福
岡　
　

堅

綾
瀬
菊
花
会	

土
屋　

和
民
／
畑
中　

宏
長

	

藤
岡　

清
久
／
大
塚　

外
雄

                    

菊
池　

秀
雄
／
黒
﨑　
　

勝

伊
勢
原
秋
豊
会	

田
中　

伸
三
／
平
川　

光
則

	

梶　
　

俊
一
／
倉
持　
　

武

	

小
澤　

厚
子
／
梶　
　

堯
子

	

田
中　
　

昇
／
井
口　

穐
夫

                    

岡　
　

照
男

厚
木
秋
華
会	

秋
山　

益
男
／
西
山　

守
夫

	

大
貫　

久
男
／
開
沼　

一
善

	

三
橋　

重
夫
／
中
込　

正
義

　
　
　
　
　
　
　
荒
井　

秀
三

大
和
秋
香
会　
　
菅　
　
　

利

                    

藤
沢
菊
花
会　
　
川
口　
　

昇

金　

賞	

小
久
保
隆
司

銀　

賞	

池
田　

康
夫

　

〃	

大
貫　
　

毅

銅　

賞	

中
村　

重
雄

　

〃	
  

清
水　

千
俊

　

〃	

鈴
木
美
佐
子

審
査
長
賞	

船
橋　

照
貴

寒
川
町
長
賞	

仁
藤　

政
一

寒
川
町
議
会
議
長
賞	

川
上　

勝
正

寒
川
町
教
育
長
賞	

　

水
野　
　

武

茅
ヶ
崎
市
長
賞	

松
山　
　

進

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞	

清
水　

千
俊

寒
川
町
観
光
協
会
賞	

柳　
　

盛
康

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞	

田
波　

光
夫

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

川
戸　

敏
彦

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

渡
部
佐
由
利

横
浜
銀
行
寒
川
支
店
賞	

山
下　

秀
昭

　

〃	

山
家　
　

訓

三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト
賞	

中
村　

成
信

　

〃	

髙
橋　

剛
士

　

〃	

小
菅　

利
夫

　

〃	

堀
米　

和
夫	

　

〃	

仁
藤　

報
子

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川
賞	

中
村
利
恵
子

　

〃	

中
村　

昭
雄

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞	

鈴
木　

清
美

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞	

相
澤　

行
明

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞	

清
水　
　

進

田
中
写
真
賞	

川
上　

勝
正

　
　
　

審
査
長　

丹
治　

俊
雄

  

第
58
回 

写
真
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

  

菊
花
奉
納
者
芳
名

 
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

神
社
本
庁
統
理

寒
川
町
長

寒
川
町
議
会
議
長

寒
川
町
教
育
長

茅
ヶ
崎
市
長

寒
川
町
商
工
会

寒
川
町
観
光
協
会

日
本
郵
便

（株）
寒
川
郵
便
局
長

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊

（株）
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

熊
澤
酒
造

（株）

（株）
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

（株）
読
売
Ｐａ
ｌｅ
ｔ
ｔ
ｅ

（株）
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送

（株）

（株）
さ
ん
こ
う
ど
う

（有）
田
中
写
真

第
58
回
菊
花
写
真
展

　
　
　
　
協
賛
者
芳
名

（
順
不
同・敬
称
略
）

神
社
本
庁
統
理
賞

宮
　
司
　
賞

「
祈　

願
」　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

石
川　

良
雄

「
仲
良
く
お
参
り
」　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

和
田　

輝
夫

　

好
天
の
寒
川
神
社
、
風
景
に
は
左
右
に

二
人
の
お
母
さ
ん
、
真
ん
中
に
は
七
五
三
の

二
人
の
お
子
さ
ん
、
ま
た
そ
れ
を
囲
む
よ

う
に
注
連
縄
が
大
き
く
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
拝
殿
の
中
は
薄
暗
く
見
え
、
階
段
ま
で

の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
が
画
角
の
中
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ナ
イ
ス
キ
ャッ
チ

で
す
。
左
側
の
お
母
さ
ん
が
お
子
さ
ん
に

対
し
て
何
か
を
問
い
か
け
る
姿
と
、
お
子

さ
ん
が
拝
殿
の
物
珍
し
そ
う
な
雰
囲
気
を

見
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

右
側
の
お
子
さ
ん
が
お
母
さ
ん
の
顔
を
見

な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
パ
チ
リ
、
温
和

な
雰
囲
気
で
あ
り
、
画
面
に
も
動
き
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
光
景
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の

象
徴
と
も
い
え
る
画
像
で
す
。
撮
影
作
者

は
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
こ
の
光
景
を
グ
ッ
ド
タ
イ

ミ
ン
グ
で
捉
え
て
い
ま
す
。
お
見
事
で
す
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
は
羽
織
袴
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
は

着
物
を
着
て
、
小
さ
い
手
と
手
を
つ
な
ぎ
、

お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
嬢
ち
ゃ
ん
が
顔
を
見
合
わ

せ
て
微
笑
ま
し
い
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

望
遠
系
の
レ
ン
ズ
を
使
い
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の

中
に
左
に
は
菊
の
花
、
中
央
よ
り
少
し
右

側
に
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
嬢
ち
ゃ
ん
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
捉
え
て
い
る
様
子
、
正
に
題
名
の

通
り
「
仲
良
く
お
参
り
」
と
い
う
場
面
に

ぴっ
た
り
、
ナ
イ
ス
キ
ャッ
チ
で
す
。
ご
兄
弟

の
仲
睦
ま
じ
い
情
景
と
足
元
の
右
足
も
同

じ
よ
う
に
揃
って
い
る
所
、
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン

グ
で
捉
え
て
い
ま
す
。
画
面
構
成
上
で
の

主
役
の
動
き
と
後
ろ
か
ら
の
表
情
の
設
定

と
い
う
テ
ク
ニッ
ク
は
お
見
事
で
す
。
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当
神
社
の
干
支
の
絵
は
、
平
成
27
年
の
乙
未
歳
よ
り
制
作
さ
れ
て

い
ま
す
。
陽
月
さ
ん
に
よ
る
絵
は
、
本
年
で
12
回
目
と
な
り
干
支

を
一
巡
し
ま
し
た
。
例
年
、
初
詣
を
清
々
し
く
彩
る
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。
干
支
の
絵
は
境
内
各
所
を
は
じ
め
、正
月
特
別
御
朱
印
、

近
隣
の
鉄
道
や
駅
、
バ
ス
車
内
、
店
舗
な
ど
に
１
月
中
旬
に
か
け

て
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
の
と
ひ
つ
じ

十干（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・
癸）と十二支（子・丑・寅・卯・辰・巳・
午・未・申・酉・戌・亥）を順次六十組に
合わせて、この六十干支を「一周」と
して還暦といいます。

十干十二支
　書家、絵馬作家として、個展活
動とともに企業や神社等のポス
トカード、ポスター、カレンダー、
絵馬などを手掛けています。

◆ 陽月さんのご紹介 ◆
よう げつ

〈
陽
月
さ
ん
か
ら
の
ご
挨
拶
〉

　
乙
未
歳
よ
り
干
支
の
絵
を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
、令
和
８
年
の
午
年
を

も
ち
ま
し
て
十
二
年
・
十
二
支
と
な
り
ま
す
。無
事
に
十
二
支
を
描
か
せ
て

い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
８
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年

 

庚
子
歳

令
和
３
年

庚
丑
歳

令
和
４
年

 

壬
寅
歳

令
和
５
年

 

癸
卯
歳

令
和
６
年

 

甲
辰
歳

令
和
７
年

 

乙
巳
歳

令
和
８
年

丙
午
歳

平
成
27
年

乙
未
歳

平
成
28
年

 

丙
申
歳

平
成
29
年

 

丁
酉
歳

平
成
30
年

 

戊
戌
歳

平
成
31
年

令
和
元
年

  

己
亥
歳

丙
午
歳 

干
支
の
絵
の
ご
紹
介

令和８年

 

青
森
ね
ぶ
た
師  

諏す

訪わ　

慎ま
こ
と 

氏

　

９
歳
か
ら
ね
ぶ
た
囃
子
に
参
加
し
、
同
時

期
に
ね
ぶ
た
小
屋
へ
も
訪
れ
、
作
業
を
手
伝

い
な
が
ら
ね
ぶ
た
を
学
ぶ
。
高
校
１
年
生
か

ら
本
格
的
に
ね
ぶ
た
制
作
に
加
わ
り
、
師
匠

の
石
谷
進
氏
と
共
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ハ
ワ
イ
、

モ
ス
ク
ワ
な
ど
で
の
海
外
制
作
も
行
う
。

石
谷
氏
の
引
退
後
、
平
成
16
年
か
ら
ね
ぶ
た

愛
好
会
の
制
作
を
担
当
す
る
。
令
和
7
年

８
月
の
青
森
ね
ぶ
た
祭
に
お
い
て
も
大
型

ね
ぶ
た
を
制
作
、
参
加
し
て
い
る
。

昭
和
53
年
生
ま
れ

　

寒
川
神
社
の
正
月
風
物
詩
「
迎
春
ね
ぶ
た
」
は
、
平
成
13
年
正
月

か
ら
始
ま
り
本
年
で
26
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
８
年
の
迎
春
ね

ぶ
た
の
題
名
は
、
丙
午
～
那
須
与
一
「
勝
利
の
的
」
～
で
す
。
那
須

与
一
と
扇
の
的
は
、「
平
家
物
語
」
に
登
場
す
る
有
名
な
物
語
で
す
。

源
平
合
戦
の
中
で
も
、
屋
島
の
戦
い
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
の
最
中
、
平
家
は
自
軍
の
船
上
に
扇
を
立
て
、「
こ
れ
を
射
て
み

よ
」
と
源
氏
に
促
し
、
そ
の
場
面
に
お
い
て
登
場
し
た
の
が
源
氏

の
武
将
、
那
須
与
一
で
す
。
彼
は
馬
上
か
ら
波
間
に
揺
れ
る
小
さ

な
扇
の
的
を
見
事
に
一
矢
で
射
抜
き
ま
し
た
。
こ
の
見
事
な
射
は
、

源
氏
の
士
気
を
高
め
、
彼
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
ま
し
た
。
弓
の

腕
前
だ
け
で
な
く
、
勇
気
と
冷
静
さ
を
も
示
し
た
こ
の
場
面
は
、

源
平
合
戦
に
お
け
る
名
場
面
で
す
。

　

ま
た
午
は
古
来
よ
り
人
々
の
暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
る
重
要
な

存
在
で
あ
り
、
前
進
・
成
功
・
健
康
・
豊
作
な
ど
の
縁
起
の
良
い

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
参
拝
の
皆
様
に
は
、
寒
川
大
明
神
の
八
方
除
の
御
神
徳
と

御
加
護
を
お
受
け
い
た
だ
き
、
令
和
８
年
を
安
寧
に
お
過
ご
し

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年

奉灯協賛者芳名 （順不同・敬称略）
東
映
通
信
工
業
㈱

㈲
東
映
マ
ン
シ
ョン

一
政
水
産
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

橳
嶋
孝
司
・
間
野
隆
司

森
川
栄
介

㈱
竹
中
工
務
店 

横
浜
支
店

柏
川
昌
和

（医）
芳
晴
会

　

愛
児
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニッ
ク

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
今
井

㈱
丸
井
紙
店

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈱
北
岡
本
店

㈱
豊
榮
金
属

阿
部
和
彦

田
中
雄
二

㈱
Ｔ
Ｈ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

㈱
テ
ク
ノ
ス
三
和

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

熊
澤
酒
造
㈱

加
藤
俊
二
・
加
藤
芳

㈱
湘
南
ス
タ
イ
ル
工
房

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

フ
ジ
シ
ロ
リ
サ
イ
ク
ル

長
谷
島
征
次

㈱
金
子
建
材
土
木

㈱
エ
モ
ア
ホ
ー
ム

Ｔ
Ｎ
Ｋ
グ
ル
ー
プ 

田
中
組

寒
川
ご
と
う
眼
科

㈱
サ
イ
フ
ァ
ー
ム

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

㈱
初
案
社

㈱
A
s
u
t
r
u
s
t 

小
田
行
政
書
士
事
務
所

Ｙ
Ｂ
Ｋ
バ
ン
テ
ッ
ク
ス
㈱

㈱
匠
伸

㈱
エ
イ
ブ
ル

㈱
太
平
商
事

㈱
重
吉
a
d
v
a
n
c
e

㈱
川
石
水
産

㈱
リ
ブ
テ
ッ
ク

中
野
設
計
工
務
㈱

匿
名

制
作
者

【期　間】 
日没から午後10時まで点灯（三が日は常時点灯）
2月23日まで設置（2月１日からは午後７時まで点灯）

【規　格】 
横幅：9.0ｍ   高さ：2.７ｍ   奥行：1.7ｍ
 ＬＥＤ電球約150個使用にて制作

　

12
月
20
日
午
後
４
時
30
分
よ
り
、

ね
ぶ
た
関
係
者
と
ハ
ネ
ト
に
よ
る

ね
ぶ
た
囃
子
の
奉
納
後
、
ね
ぶ
た
が

点
灯
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
300
名
が
来
場
さ
れ
、
迎
春

準
備
が
整
い
ま
し
た
。

丙ひ

の

え

う

ま午 

～
那な

す

の

よ

い

ち

須
与
一「
勝
利
の
的
」～
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当
神
社
の
干
支
の
絵
は
、
平
成
27
年
の
乙
未
歳
よ
り
制
作
さ
れ
て

い
ま
す
。
陽
月
さ
ん
に
よ
る
絵
は
、
本
年
で
12
回
目
と
な
り
干
支

を
一
巡
し
ま
し
た
。
例
年
、
初
詣
を
清
々
し
く
彩
る
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。
干
支
の
絵
は
境
内
各
所
を
は
じ
め
、正
月
特
別
御
朱
印
、

近
隣
の
鉄
道
や
駅
、
バ
ス
車
内
、
店
舗
な
ど
に
１
月
中
旬
に
か
け

て
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
の
と
ひ
つ
じ

十干（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・
癸）と十二支（子・丑・寅・卯・辰・巳・
午・未・申・酉・戌・亥）を順次六十組に
合わせて、この六十干支を「一周」と
して還暦といいます。

十干十二支
　書家、絵馬作家として、個展活
動とともに企業や神社等のポス
トカード、ポスター、カレンダー、
絵馬などを手掛けています。

◆ 陽月さんのご紹介 ◆
よう げつ

〈
陽
月
さ
ん
か
ら
の
ご
挨
拶
〉

　
乙
未
歳
よ
り
干
支
の
絵
を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
、令
和
８
年
の
午
年
を

も
ち
ま
し
て
十
二
年
・
十
二
支
と
な
り
ま
す
。無
事
に
十
二
支
を
描
か
せ
て

い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
８
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年

 

庚
子
歳

令
和
３
年

庚
丑
歳

令
和
４
年

 

壬
寅
歳

令
和
５
年

 

癸
卯
歳

令
和
６
年

 

甲
辰
歳

令
和
７
年

 

乙
巳
歳

令
和
８
年

丙
午
歳

平
成
27
年

乙
未
歳

平
成
28
年

 

丙
申
歳

平
成
29
年

 

丁
酉
歳

平
成
30
年

 

戊
戌
歳

平
成
31
年

令
和
元
年

  

己
亥
歳

丙
午
歳 

干
支
の
絵
の
ご
紹
介

令和８年
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上進式（VS）
ボーイスカウトまつり
発団記念奉告祭、神饌田田植え
さむかわまちぐるみ美化運動参加
各隊1泊訓練
各隊夏キャンプ
相模薪能会場整理奉仕（BS・VS）
スカウトの日清掃奉仕
神饌田稲刈り
進級式・上進式(BVS・CS)
さむかわまちぐるみ美化運動参加
くまスカウト歓迎キャンプ（BS）
親子でフィッシング（BVS・CS）
親子でクッキング（BVS・CS）
鏡開き
スケート訓練(BVS・CS)
スキー訓練（隔年）
各隊春キャンプ、上進式(BS)

  適宜見学の受入、仮入隊の受入、
  入団式、隊集会の実施

４月
5月
6月

7月
8月

9月

1月
2月
3月

その他

10月

11月

12月

ボーイスカウト
寒川第二団

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

BVS

CS

BS

VS

RS

…ビーバースカウト《小学１・２年生》

…カブスカウト《小学３～５年生》

…ボーイスカウト《小学６年生・中学生》

…ベンチャースカウト《高校生》

…ローバースカウト《18歳以上25歳以下の青年》

各
隊
に
つ
い
て
の
ご
説
明

10月から12月の報告 　各隊の日々の集会に加えて、カブ隊では、10月に
くまスカウト歓送キャンプと藤沢市湘南台文化セン
ターにて社会見学を行い、11月は愛甲郡愛川町中津
川において恒例の親子でフィッシング、12月には親子
でクッキングを実施しました。ボーイ隊では、11月に月
の輪スカウト歓迎ハイクを寒川町から藤沢市にかけて
行いました。また、12月には神奈川県神社庁にて執り
行われた神道章伝達式にスカウト１名が出席し、神道
章が授与されました。ベンチャー隊は10月に日々の訓
練の成果を発揮する野外炊事訓練を行いました。
　各隊、昨年も無事活動を終えることができました。
本年も活動に邁進していきます。

　地域の活動単位である「団」の中で、同年代の子どもたちが集まって活動
するグループのことを「隊」と呼びます。 （例…ビーバー隊、カブ隊など）
寒川第二団は男女ともに入団が可能です。

青少年だより青少年だより年間行事
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入
館
式
、始
業
式

さ
む
か
わ
ま
ち
ぐ
る
み
美
化
運
動

終
業
式
、夏
季
錬
成
会（
１
泊
２
日
）、

神
奈
川
県
神
社
庁
書
道
展・絵
画
展

お
楽
し
み
会

始
業
式
、寒
川
神
社
参
道
灯
籠
書
道
絵
画
展
、

寒
川
神
社
例
祭 

作
品
奉
納

秋
の
遠
足

さ
む
か
わ
ま
ち
ぐ
る
み
美
化
運
動
、

文
化
祭

終
業
式
、正
月
注
連
縄
飾
り
奉
製

始
業
式
、書
初
め

入
館
説
明
会

卒
館
式
、終
業
式
、春
の
社
会
見
学
※

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
毎
日
、講
座
を
行
っ
て
い
ま
す

10
月

11
月

12
月

8
月

4
月

6
月

7
月

1
月

2
月

3
月

9
月

年 間 行 事

少
年
館
に

つ
い
て
の
ご
説
明

10
月
か
ら
12
月
の
報
告

　
寒
川
神
社
少
年
館
で
は
１０
月
に
秋
の
遠
足
を
行
い
、

今
年
は
終
戦
８０
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
に
当
た
り
、

戦
争
と
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
て
横
須
賀
市
へ
軍
港
巡
り

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
艦
「
三
笠
」
に
お
い
て
は
日

露
戦
争
に
つ
い
て
学
び
、
軍
港
巡
り
で
は
ア
メ
リ
カ
海

軍
や
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
を
間
近
で
観
る
こ
と
が
で
き
、

今
あ
る
平
和
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１１
月
２９
・
３０
日
の
２
日
間
に
か
け
て
は
文
化
祭

を
行
い
ま
し
た
。館
生
や
保
護
者
の
方
な
ど
多
く
の
方
々

に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
日
頃
の
講
座
の
様
子
や
少
年
館

の
様
々
な
活
動
を
保
護
者
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
１２
月
は
終
業
式
に
引
き
続
き
、
今
年
を
締
め

く
く
る
正
月
の
注
連
縄
飾
り
の
奉
製
を
館
生
・
保
護
者

と
行
い
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
も
館
生
と
楽
し
く
元
気
に
様
々
な
こ
と
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
寒
川
町
内
の
小
学
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
午
後

３
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
、お
預
か
り
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
お
り
、各
講
座
は
茶

道
・
剣
道
・
書
道
・
美
術
・
英
語
・

神
道
入
門
・
道
徳
な
ど
幅
広
く

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
指
導
者
は
学
校
教
員
経

験
者
を
は
じ
め
、資
格
保
有
者

や
神
社
の
神
職
等
で
構
成
し
て

い
ま
す
。寒
川
町
の
子
ど
も
の

青
少
年
育
成
に
微
力
な
が
ら
努

め
て
い
ま
す
。

青
少
年
だ
よ
り
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【授与所開設時間：午前８時から午後４時３０分】※正月期間の開設時間はホームページをご確認ください
【正 月】特別授与品のご紹介 ※授与品は数量限定です

初穂料 800円ねぶた絵馬

初穂料 800円干支絵馬

初穂料 3,000円※木箱入り干支一刀彫

初穂料 3,000円※台座付き干支木彫

初穂料 2,000円
絵馬付き破魔矢

袋型・カード型 初穂料 各1,000円
八方除　幸運を呼ぶお守り

初穂料 各800円
十二支守

〈通常頒布の授与品〉

宗教法人 寒川神社 介護老人保健施設 神恵苑 電話 0467（75）8677
時間 平日8：30～17：00相談窓口

だより神恵苑
　病院での治療を終えた後、もう少し元気な状態で家に帰りたいという方の体力や生活を取り戻し、支援する場所が
あります。その場所こそが私が勤務している介護老人保健施設（老健）です。私は老健のリハビリテーション科（リ
ハビリ科）に勤めています。老健においてリハビリ科はもう少し元気になって帰りたい、安心して暮らしたい、その
ような思いの方の生活を取り戻す大切な柱といえる場所です。
　皆さんはリハビリとはどのようなイメージをお持ちでしょうか。筋トレ、歩く練習など様々ですが実はもう少し奥深
く、内容は人それぞれです。当苑のリハビリ科には理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の３つの職種が在籍しています。
大まかに理学療法士は起立や移乗、歩行など主に身体の動きを、作業療法士は認知機能や排泄や食事、更衣などの日常
の生活動作を、言語聴覚士は食べること、話すことを支えています。この職種が協力して利用者様の「できる」を増や
していきます。利用者様と共に訓練を行う現場は、時に励まし、時に笑い合う大変賑やかな毎日の場となっています。　　
　リハビリの効果を最大限に引き出し、利用者様の生活を取り戻すためには職員の力だけでは成立しません。ご家族の
思いやご不安にも寄り添うことも大切です。転倒の心配、介助方法が分からないなどのお声を相談員が聞き取り、リハ
ビリ職や介護職、看護師へと引継ぎます。ご自宅に伺い、生活環境を確認させていただくこともあります。ご家族のお
声や生活環境を踏まえ、リハビリ職、看護師、介護職、栄養士などが連携して支援を行う、これが老健のリハビリのチー
ムプレーです。またその中には早急に在宅復帰が難しい方もいます。長期入所の方にとって老健は暮らしの場ともなり
ます。私たちは生活の中で行えるリハビリとして、排泄の際の見守りのもと自分でのズボンの上げ下げ、トイレや食堂
までの移動における付き添い歩行など、生活場面もリハビリの場として考え、他職種の力を借りながら支援しています。
リハビリ科では他職種との連携を大切に、利用者様やご家族の目標・支援内容を共有しながら、訓練場面での「できる」
をより強固なものにしています。退所を目指す方、施設で穏やかに過ごす方など、全ての方にその人らしい生活があり
ます。それを支えることが私たちの役目であり、今日も現場では「できた！」、「頑張って！」の声が響いています。笑
顔とチームプレーでそれぞれのその人らしさを支援することが老健リハビリチームの使命です。
　今後共、当苑の職員がチームとなって努めて参りますので、何卒宜しくお願い申し上げます。

介護老人保健施設のリハビリはチームプレー！
作業療法士　早野　文香
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【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

寒
川
俳
壇
で
は
現
在
、会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

月
に
数
回
、会
を
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は

教
学
部 

教
化
宣
布
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

相
　
模
　
詠
　
草

蝉
し
ぐ
れ
聞
く
事
も
無
く
秋
も
な
し
湯
に
つ
か
り
つ
つ
虫
の
声
を
聞
く	

稲
垣　

武
子

息
子
や
孫
に
卒
寿
祝ふ

く

さ
れ
え
ん
ま
ん
な
顔
で
礼
云
う
今
日
の
夫
な
る	

亀
山　

文
子

東
雲
の
雲
間
に
キ
ラ
リ
朝
日
か
な
瞼
に
し
み
る
希
望
の
色
よ	

　
　
　

小
林　

篤
子

龍
起
き
る
飛
白
の
筆
の
起
雲
閣
時
は
止
ま
り
て
文
豪
ロ
マ
ン　

	

　
　
　

  

清
水　

洋
一

朝
冷
え
の
昼
間
の
日
差
し
心
地
よ
し
無
心
に
過
ご
す
秋
の
ひ
と
と
き	

徳
江　

道
子

孫
む
す
め
一
才
に
な
り
歩
き
だ
し
お
い
か
け
る
の
が
は
ん
ぱ
で
は
な
い	

土
屋
ト
ミ
子

秋
味
覚 「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」 

収
穫
す
み
み
ご
と
な
出
来
に
疲
労
忘
る
る	

二
宮　

昭
雄

新
生
姜
も
ら
い
作
り
し
生
姜
め
し
秋
の
香
り
と
味
を
楽
し
む	

宮
治
友
美
枝

思
い
出
は
吾
と
道
連
れ
何
時
ま
で
も
色
あ
せ
る
事
な
く
美
し
く
あ
れ	

山
根
喜
美
代

連
休
に
父
の
顔
見
て
暖
か
い
食
卓
囲
み
笑
顔
に
ほ
っ
と
す	

山
上　
　

幸

秋
冷
の
朝あ

し
た

と
な
り
ぬ
吾
は
独
り
さ
庭
に
立
ち
て
目
を
閉
づ
る	

杉
本　

照
世

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

歳
時
記
も
辞
書
も
ス
マ
ホ
や
文
化
の
日	

竹
村
真
砂
美

一
人
づ
つ
渡
る
吊
橋
谷
紅
葉	
　
　

加
賀　

荘
介

窓
も
戸
も
軋
む
我
が
屋
の
冬
支
度	
松
本
美
智
子

青
空
へ
身
を
乗
り
出
し
て
松
手
入	

　
　

菅
沼　

保
幸

み
ち
の
く
の
秋
一
夜
に
て
色
を
増
し	

伊
藤　

公
一	

新
米
や
今
年
限
り
の
兄
の
作	

金
子　

晴
子

女
性
初
総
理
生
ま
れ
て
甘
藷い

も

煮
え
て	

鈴
木
れ
い
こ

賑
や
か
な
介
護
施
設
や
敬
老
日	

猿
渡　

弥
生

重
箱
の
蓋
を
押
し
上
げ
栗
お
こ
わ	

菅
沼
う
め
の

草
ロ
ー
ル
積
み
上
げ
ら
れ
て
冬
支
度	

　
　

倉
谷　

節
子

正
座
し
て
い
た
だ
く
夕ゆ

う
げ餉

今
年
米	

　
　

岩
田
美
代
子

引
き
こ
も
り
固
く
閉
ざ
し
て
鬼お

に
ぐ
る
み

胡
桃	　
　
　

新
井　

泰
春

蒼
天
や
一
国
参
り
の
秋
遍
路	

　
　
　
　

原　
　

菖
子

一
輪
車
甘
藷
と
孫
を
運
び
け
り	

　
　
　
　

佐
藤　

風
月

酒
蔵
の
新
酒
の
匂
い
古
都
の
風	

　
　
　

須
田　

柚
川

鳥
渡
る
こ
こ
が
嫌
い
な
訳
で
な
く	

　
　
　

吉
田
半
夏
生

◆ 

寒
　
川
　
俳
　
壇

相
模
の
歌

相
模
の
歌

少年館
こども俳句

か
ご
の
な
か　

ば
っ
た
の
か
お
が　

こ
わ
か
っ
た	

	

池
田　

結
葵

い
っ
ぴ
き
の　

し
お
か
ら
と
ん
ぼ　

そ
ら
を
い
く	

	

菊
地　

晃
成

お
わ
か
れ
だ　

と
け
て
さ
み
し
い　

雪
だ
る
ま	

	

鈴
木　

幸
愛

し
ゃ
し
ん
と
る　

え
ら
ん
だ
服
の　

七
五
三	

	
二
宮　

舞
幸

み
の
虫
の　

風
に
吹
か
れ
て　

休
け
い
中	

	
茂
手
木
大
雅

給
食
だ　

い
も
く
り
ぶ
ど
う　

ま
っ
盛
り	

	

寺
久
保　

光
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 3日	 午前11時・午後２時	節分祭
11日	 午前10 時	 紀元祭並顕彰奉告祭
                      顕彰式
17日	 午前10 時	 祈年祭並田

た う ち ま い

打舞神事
23日	 午前10 時	 天長祭

1日	 午前 0 時	    八方除祭
　　  引き続き 	   元旦祈祷祭
        午前 6 時	    歳旦祭
　　  引き続き 	   末社歳旦祭
 2 日	 午後 8 時	    追儺祭
 3 日	 午前 8 時	    元始祭
 8 日	 午前 10 時	    武佐弓祭

20日	 午前10 時	 安藤由勝大人命
		  　伊集院直彦大人命
		  　　他命等の慰霊祭
	 午後 1 時	 末社御祖神社
		  　春季霊祭並合祀祭　　 	
        午後 2 時	 宮山役員改選奉告祭

午前8時30分　月次祭（1 月1日除く）毎月1日・20日

【2月3日】節分祭

【2月17日】祈年祭並田打舞神事

【1月1日】初詣の境内

祭典・行事のご案内

1月
睦月

2月
如月

3月
弥生

16



【1月8日】武佐弓祭

【2月23日】天長祭

【3月中旬】彬姫櫻の開花

【2月11日】紀元祭

【3月20日（春分の日）】末社御祖神社 春季霊祭並合祀祭

　祭場にかけた「甲・乙・ム」の文字が変形して組み合わされた「鬼」
と書かれた古式の的に、禰宜２名が神歌を唱え、交互に３度矢
を射って今年の吉凶を占います。

　日本の建国を奉祝して、皇室国家の弥栄と氏子崇敬者の幸福
を祈ります。

　末社御祖神社は、宮山在住の方を中心に結成された御祖講の
講員の祖先がお祀りされており、春と秋に霊祭が斎行されます。

17



寒
川
神
社
参
集
殿
で
は
、
正
月
特
設
会
場
を

開
設
し
参
拝
土
産
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　
期
間
： 

１
月
〜
２
月
中
旬

新
年
の
ご
参
拝
の
際
に
、
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　
編
集
後
記

JR相模線「宮山駅」より徒歩 5分、圏央道「寒川北インター」より1㎞
次号『相模544号』は令和8年4月1日に発行します

祝 祭日には 国 旗を掲げましょう

Youtube
公式チャンネル

寒川神社
ホームページ

公式
インスタグラム

公式ライン
アカウント

　

 

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。丙
午
歳
、諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
前

回
の
丙
午
は
６０
年
前
の
昭
和
４１
年
で
し
た
。

当
時
に
お
い
て
は
丙
午
の
迷
信
に
よ
っ
て
世

の
中
の
動
き
に
影
響
を
与
え
た
話
を
聞
き

ま
し
た
。迷
信
に
日
常
生
活
を
振
り
回
さ
れ

る
の
も
複
雑
な
気
持
ち
で
す
が
、数
多
く
の

迷
信
と
い
う
の
は
先
人
の
知
恵
と
も
い
え
ま

す
。過
去
か
ら
の
教
訓
を
生
か
し
て
間
違
い

の
な
い
年
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 （
俊
）

第
5
4
3
号　
令
和
8
年
1
月
1
日

発
行
所
／
寒
川
神
社
社
務
所　

☎
0
4
6
7
-7
5
-0
0
0
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（代）

〒
2
5
3
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1
9
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神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
3
9
1
6

編
集
責
任
者
／
小
野 

俊
之

印
刷
所
／
株
式
会
社
さ
ん
こ
う
ど
う

寒川病院 神恵苑【代表番号】☎0467-75-6680 【代表番号】☎0467-75-8677

※予約番号　☎0467-75-0633
【電話受付】 平日：午前8時30分～午後5時、土曜日：午前8時30分～正午

平日：午前8時30分～午後5時
施設見学をご希望の方は、上記の電話番号までお問合せください

詳しくは寒川病院のホームページをご確認ください 詳しくは神恵苑のホームページをご確認ください

入所・ショートステイ・通所リハビリ・訪問リハビリ・居宅介護支援事業所


